














1.研究目的. 

言語能力については、個体発生の過程で生得的にプログラミングされており作動様式が準

備され行動化されていると推察され、感受期に適切な触発刺激と反応レバートリ(模倣な

ど)が母子相互作用として行われている。本研究においては、主養育者、その他の対応状況

が言語修得におよぼす影響について生活時間的関連から調査を行った。 


